
　

平
成
二
十
年
第
一
回
町
議
会
定
例
会
が
、三
月
三
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
九
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
初
日
に
川
村
光
朗
町
長
が
町
政
運
営
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

町
長
の
平
成
二
十
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
の
町
内
の
情
勢
は
、
岩
手
医
科
大

学
薬
学
部
の
開
学
な
ら
び
に
医
・
歯
両
学

部
の
教
養
部
の
ス
タ
ー
ト
、
矢
幅
駅
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
本
格
展
開
、
関

連
事
業
で
あ
る
東
西
自
由
通
路
・
橋
上
新

駅
舎
の
整
備
、
広
宮
沢
第
二
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
誘
致
企
業
の
業
務

本
格
化
な
ど
、
都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
岩
手　

赤
べ
こ
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野
球
軍
団
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
の

活
躍
や
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
の
カ
ヌ
ー

競
技
に
お
け
る
水
本
圭
治
選
手
の
二
種

目
優
勝
、
ま
た
、
経
済
文
化
面
に
お
い
て

も
、
桜
屋
集
落
の
い
わ
て
集
落
ビ
ジ
ョ
ン

大
賞
受
賞
や
矢
巾
東
小
学
校
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
賞
最
優
秀
賞
受
賞
な
ど
、
発
展

す
る
町
の
未
来
に
希
望
を
感
じ
さ
せ
る

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
六
次
総
合

計
画
前
期
実
施
計
画
の
二
年
目
と
し
て
、

町
民
誰
し
も
が
安
全
安
心
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
対
話

を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
農
業
基
盤
整
備
、
都
市

基
盤
整
備
、
下
水
道
整
備
、
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
教
育
環
境
整
備
な
ど
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
交

付
税
の
総
額
は
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
出

口
ベ
ー
ス
で
の
減
額
に
よ
り
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
交
付
額
は
減
額
さ
れ
る

な
ど
、
歳
入
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
中
、
歳
出

面
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

深
刻
さ
を
増
す
財
政
状
況
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
る
努
力
を
継
続
し
、

歳
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
の
歳
出
を

圧
縮
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
改
革
努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
財
源
の
一
層
の
効
率
的
活
用
に
、
果
敢

に
取
り
組
む
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
第
六
次
矢
巾
町
総
合
計
画
の
五
つ
の

施
策
体
系
に
沿
っ
て
、
主
要
な
事
業
に
関

し
、
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
あ
げ
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
表
を
参
照
）

　

次
に
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で

つ
く
る　

う
る
お
い
豊
か
に
躍
進
す
る

　町議会で施政方針を述べる川村町長

安
全
安
心
の
町
を
目
指
し

安
全
安
心
の
町
を
目
指
し
てて

夢
と
希
望
を
与
え
る
行
政
経

夢
と
希
望
を
与
え
る
行
政
経
営営
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町
勢
発
展
へ
着
実
に
前
進

安
心
安
全
の
町
づ
く
り
目
指
す
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財
政
基
盤
の
健
全
性
を
維
持
し

簡
素
で
効
率
的
な
事
務
を
推
進

深
刻
さ
が
増
す
財
政
状
況

財
源
の
効
率
的
活
用
に
努
め
る

ま
ち　

や
は
ば
」
を
実
現
す
る
た
め
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
、行

政
諸
施
策
の
実
態
を
正
し
く
周
知
し
、広

く
町
民
の
声
を
聴
き
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
、住
み
良

い
地
域
社
会
を
自
ら
の
手
で
形
成
す
る

組
織
的
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

普
通
会
計
中
期
的
財
政
見
通
し
に
お

い
て
、
歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
る

税
、お
よ
び
依
存
財
源
で
あ
る
国
庫
支
出

金
や
地
方
交
付
税
の
伸
び
は
期
待
で
き

な
い
も
の
と
想
定
さ
れ
、当
面
は
限
ら
れ

た
投
資
的
事
業
に
対
す
る
起
債
し
か
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、歳

出
面
で
は
、義
務
的
経
費
の
大
き
な
削
減

も
困
難
な
段
階
に
き
て
お
り
、第
六
次
総

合
計
画
前
期
実
施
計
画
の
投
資
的
事
業

の
支
出
、老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
補
修

費
、安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に
要
す
る
事

業
な
ど
、新
た
な
支
出
も
生
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、平
成
二
十
年
度
予

算
は
、財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、依
然
と
し
て
厳

し
い
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
、財
政
基

盤
の
確
立
と
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、簡
素
で
効
率

的
な
事
務
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
安
心
の
町
を
目
指
し
て

思
い
や
り
の
心
を
重
視
し
、職
員
と
共
に

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、町
民
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、全

力
を
傾
注
し
て
町
政
を
遂
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、平
成
二
十
年
度
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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■土地利用計画の見直し…岩手医科大学移転計画に合
わせた新市街地形成を図る市街化区域の拡大を始め、本
格的な土地利用計画の見直しに取り組みます。
■農業基盤の整備…水田の汎用化、省力化を進め生産性
の向上を図るとともに、徳田第二地区と下矢次地区のほ
場整備を推進します。
■都市基盤の整備…矢幅駅西地区は､区画道路､駐輪場、
駐車場の整備と建物移転を含む面的整備の早期完成を
目指します。駅前地区は用地の先行取得を進めるとと
もに、事業の早期完了に結びつく民間活力の導入の可
能性について検討を進めます。広宮沢第二地区は、組合
と一体となり企業誘致を進め、早期の事業完了を目指
します。
■幹線道路網の整備…岩手医科大学の移転計画と整合
するアクセス道路の整備に向けた計画を推進します。

■農業の振興…品目横断的経営安定対策に加え、農地・
水・環境保全向上対策を推進し、国などの支援を有効活
用しながら営農組織の経営強化を図るとともに、認定農
業者を含めたリーダーの育成を進め、農業所得の増収に
努めます。
■商工業の振興…優良企業の誘致、地場産業の育成、町
内企業の異業種間交流を進めるほか、中小企業振興資金
貸付事業の充実、県小規模小口資金融資の保証料一部補
助制度の新設によって、企業のフォローアップに努めま
す。また、商工会組織の基盤強化を支援するとともに、企
業誘致による雇用機会の創出を図ります。

■生活道路の整備…交通量に配慮しながら維持補修に
努め、地域の生活に支障のない整備を進めます。
■上水道の整備改善…水需給環境の変化を的確に把握
して安定給水を確保するとともに、適切なライフライン
の整備改善を進め安全安心な水の供給に努めます。
■下水道の整備…煙山、下矢次、上赤林地区などの既存
集落を中心に事業計画区域の拡大を図り整備を進めま
す。平成 19年度に不動地区の整備で全て完了した農業

集落排水事業については、今後、排水設備設置補助金に
重点を置いて利用推進を図るほか、計画区域外の地域に
対する浄化槽設置補助事業を継続します。平成 20年度
末の汚水処理人口普及率は 92.1㌫となる見込みです。
■雨水排水整備…岩崎川排水区の整備を進めます。
■環境保全…ゴミの減量化、資源化、再利用、分別収集な
ど、町民と一体となった活動を展開します。また、その他
プラスチック・その他紙製容器包装の中間処理施設整備
に向けて、調査・設計に着手します。
■コミュニティ活動…町民の組織的活動を支援し、地域
リーダーと一体となり自主的な地域づくりを進めます。
■防災体制の整備…災害の複雑多様化や大規模化に備
え、高度な技術と機械力の整備を図り住民が安心して生
活できる体制の構築を進めます。また、地域安全推進隊
の活動強化、防犯連絡員等関係団体との連携を密にしな
がら犯罪のない明るく住みよい地域社会づくりを進め
ます。水防では煙山ダムの管理に万全を期すとともに、
岩崎川の早期改修の実現に取り組みます。

■高齢化社会への対応…介護保険事業による介護サー
ビスおよび介護予防サービスの充実、65歳以上の高齢
者を対象とした生活機能評価健診による地域支援事業
を実施します。ヘルスアップ事業は平成 20年度で全行
政区を一巡しますが、これを引き継ぎ、特定健康診査と
特定保健指導を平成24年度までの５カ年で実施します。
■障害者福祉…障害者福祉サービスに併せ、地域生活支
援事業の充実を図ります。
■子育て支援…子育て支援センターや児童館の事業に
より地域における子育て機能の充実を図るとともに、私
立保育園の運営経費などの助成を継続して行います。

■学校施設改善と環境整備…矢巾中学校の移転改築を
重点課題として具体的に検討を進めます。
■社会教育の充実…さまざまな学習機会の提供と学習
の質的向上、生涯学習の充実に努めます。
■国際交流の推進…アメリカ・フリモント町、中国・寧波
市江北区との親善交流を継続して実施し、国際的視野を
広め人材の育成を図ります。
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 �自然、都市と農村が調和するまちづくり

 �地域に根ざした活力ある産業のまちづくり

 �安全で快適なやすらぎのあるまちづくり

 �安心で生きがいのある健康長寿のまちづくり

 �たくましく豊かな心を育てるまちづくり



�重度心身障害者医療費助成事業に…   8,001

�身体障害者福祉事業に…………………    57

�障害者自立支援給付事業に………2億 2,336

�地域生活支援事業に…………………   1,883

�老人福祉総務事業に…………………   2,176

�介護予防事業に………………………   1,378

�地域子育て支援拠点事業に……………  550

�児童手当給付事業に………………2億4,385

�私立保育園助成事業に………………   3,666

�母子福祉医療費助成事業に…………   6,642

�教育研究所運営事業に…………………  555

�小学校保健衛生事業に………………   1,273

�小学校教育振興事業に………………   4,291

�小学校英語力向上事業に………………    81

�中学校保健衛生事業に…………………  642

�中学校教育振興事業に………………   2,283

�中学校基礎学力向上事業に……………    75

�芸術文化振興事業に……………………  128

�自治公民館運営事業に…………………  480

�埋蔵文化財発掘調査事業に…………   1,497

�体育施設運営事業に…………………   1,489

　

予
算
は
、
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、

町
が
ど
ん
な
仕
事
に
ど
れ
く
ら
い
の

経
費
を
か
け
て
行
う
か
を
示
す
も
の

で
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
三
つ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
町
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
八
〇
億
三
九
二
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
矢
幅
駅
東
西

自
由
通
路
整
備
が
完
了
し
た
た
め
、

国
庫
支
出
金
が
大
幅
に
減
少
し
、
前

年
に
比
べ
て
予
算
総
額
で
五
億
三

六
一
〇
万
円
少
な
い
六
・
三
％
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
入
る
お
金
（
歳
入
）
は
、
国

の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
っ
て
町
税

が
前
年
に
対
し
約
七
千
万
円
増
え
、

全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合

は
前
年
比
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
の
五

予算

■地方交付税＝町の財政力に応じて国から配分されるお金　■町債＝大きな
事業を行うときに借りるお金　■国庫・県支出金＝事業に対し国や県から交
付される補助金など　■繰入金＝積み立てした基金を取り崩したお金　■総
務費＝全般的な事務経費や財産管理、統計調査費、広報経費など　■民生費
＝老人や障害者、児童などの社会福祉のための経費　■公債費＝事業を行う
ために借りたお金の返済金　■自主財源＝町税や繰入金など町が独自に調達
できるお金　■依存財源＝国や県から交付されるお金や割り当てられる収入

町　税
330,773

（41.1％）

繰入金　44,493（5.5％）

地方交付税
178,953

（22.2％）

国庫支出金
58,417（7.3％）

町債

県支出金

80 3,920

分担金及び負担金ほか　58,538（7.4％）

地方消費税
交付金ほか 

町　民　税
140,535

（17.4％）

固定資産税
167,819

（20.9％）

町たばこ税ほか
22,419（2.8％）

55,694

（6.9％）
30,460

（3.8％)

46,592

（5.8％）

*　*　*　　財　政　用　語　解　説　　*　*　*

一般会計予算を
町民一人当たり
でみると・・・

 295,212円 

平成 20 年３月１日
現在の人口 27,232

人

�

8800億億3,923,9200万万円円
限られた財源を有効に活用

主な事業の内容
＜単位：万円 (千円を四捨五入 )＞

■■■■  民　生　費  ■■■■

■■■■  教　育　費  ■■■■

自主財源（54.0％）

依存財源（46.0％）
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民 生 費

 82,019円

土 木 費

  42,720円

公 債 費

  42,296円

総 務 費

  28,756円
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�道路維持事業に………………………   5,323

�除雪事業に……………………………   2,846

�町道の新設改良事業に…………   1億 3,190

�河川改良事業に…………………………  368

�矢幅駅周辺整備事業に…………   1億 8,524

�街路事業に………………………………  430

�都市公園の維持補修事業に……………  357

�町営住宅の改修事業に………………   1,903

�職員研修事業に…………………………  238

�行政区管理運営事業に………………   1,224

�行政改革推進事業に………………………11

�人材育成事業（国際交流）に…………  333

�交通安全指導事業に……………………  668

�防犯対策事業に…………………………  185

�コミュニティ推進事業に……………   2,423

�成人検診事業に………………………   3,770

�母子保健事業に………………………   2,307

�予防接種事業に………………………   3,889

�感染症総合対策事業に…………………  218

�浄化槽設置整備事業に…………………  793

�ごみ処理場運営事業に…………   3億 7,306

�農業経営構造対策事業に………………  223

�農作物流通消費拡大事業に……………  170

�農業生産振興対策事業に………………  875

�ほ場整備事業に………………………   8,543

�かんがい整備事業に……………   1億 6,895

�煙山ダムの維持管理事業に……………  665

�非常備消防事業（消防団など）に……   2,867

�消防訓練服の更新に……………………  729

�消防施設維持事業に……………………  760

�水防事業に………………………………    73

�商工業振興事業に……………………   1,636

�中小企業振興資金貸付事業に…………  548

�自然公園維持管理事業に………………  187

�企業誘致推進事業に……………………  636

主な事業の内容
＜単位：万円 (千円を四捨五入 )＞
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教育費
71,753

（8.9％）

民　生　費
223,353

（27.8％）

土　木　費
116,335

（14.5％）

公　債　費
115,181

（14.3％）

総  務  費
78,309

（9.7％）

衛生費
64,510

（8.0％）

農林水産業費
77,643

（9.7％）

消防費
29,504（3.7％）

議会費
11,339
（1.4％）

商工費
9,376

（1.2％）
労働費ほか
6,617（0.8％）

80 3,920

平成 20 年度特別会計・企業会計の予算
予　算　額会　　計　　名予　算　額会　　計　　名

34,299農 業 集 落 排 水 事 業211,050国民健康保険事業

61,627矢幅駅周辺土地区画整理事業22,419老 人 保 健

54,682収 益 的 支 出水　道133,285介 護 保 険 事 業

29,377資 本 的 支 出事　業14,215後期高齢者医療
単位：万円（千円を四捨五入）96,291下 水 道 事 業

■■■■  土　木　費  ■■■■

■■■■  総　務　費  ■■■■

■■■■  衛　生　費  ■■■■

■■■ 農 林 水 産 業 費 ■■■

■■■■  消　防　費  ■■■■

■■■■  商　工　費  ■■■■

消 防 費 ほ か

  20,871円

教 育 費

  26,349円

衛 生 費

  23,689円

7

農林水産業費

28,512円


